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人口の動き

1月1日現在 前月比

人口計 66，856 + 78 
男 32，208+ 45 
女 34，648+ 33 
世帯数 19，317 + 3 
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大村園芸高校の温室は、もう夏。地上2メート Jレのところにパナナがたわわに実っ

ている。収穫は3月という乙とだが、 熟れるまでならすので、私たちがいつも食べて

いる外国産のバナナより、ずっとおいしいということだ。

また、カーネーシヨン、シクラメン、フリージャーなども咲いている。ここにいる

と季節を忘れそう。

タ
こ
こ
は
も
う
夏
ψ

園
芸
高
校
の
温
室
に
「
バ
ナ
ナ
」
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みんなの県政

みんなで投票

二
月
二
十
一
日
(
日
)
は
長
崎

県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投

※ 

2月21日(日〉長崎県知事選挙投票日

(午前7時~午後6時まで)

票
時
間
は
午
前
七
時

t
午

後
六
時
ま
で
で
す
@

乙
の
選
挙
は
、
今
後
四

年
間
県
政
の
最
高
責
任
者

で
あ
る
知
事
を
選
出
す
る

と
い
う
重
要
な
選
挙
で
す

乙
の
選
挙
の
意
義
と
重

要
性
に
つ
い
て
十
分
認
識

し
て
、
一
人
も
れ
な
く
貴

重
な
一
票
を
投
票
し
ま
し

ょ'つ。投
票
用
紙
に
は

正
し
く
ハ
ッ
キ

と
せ
っ
か
く
投
票
所
に
出

か
け
て
投
票
し
た
も
の
が

無
効
投
票
と
判
定
さ
れ
て

は
、
な
さ
け
な
い
乙
と
で

す
。
無
効
当
票
で
は
投
票

し
な
か
っ
た
の
と
同
じ
結
果
に
な

り
ま
す
。
貴
重
な
一
票
を
ム
ダ
に

下
水
道

t

、ttts
'

・、
h
Il
l
1

住
み
よ
い
町
の

/ 

し
な
い
た
め
に
「
投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
氏
名
だ
け
を
ハ
ツ
キ

リ
・
一
と
書
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
従
来
ど

お
り
郵
便
で
直
接
、
有
権
者
の
皆

さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
も

し
届
い
て
い
な
い
と
い
う
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
近
く
の
出
張
所
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

な
お
、
市
内
で
住
所
を
移
転
さ

れ
た
方
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ

基
礎
づ
く
り

た
と
乙
ろ
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
入
場
券
を
よ
く
確
か
め

て
投
票
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

投
票
日
に
サ
イ
レ
ン

二
月
二
十
一
日
(
日
)
の
投
票

開
始
時
刻
の
午
前
七
時
に
サ
イ
レ

ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。
火
災

と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。(
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
)

自

動

車

税
廃
車
の
と
き
は
手
続
き
を

使
用
し
な
い
自
動
車
が
あ
っ
た

ら
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
に
す
る
と
き
は
そ
の
前
に
、

ま
ず
、
ま
っ
消
登
録
を
し
て
下
さ

い
。
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
税
金
は

少
な
く
な
り
ま
す
。

自
動
車
を
他
に
譲
渡
し
た
ら
、

ま
ず
陸
運
務
事
所
に
移
転
登
録
を

し
て
下
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
け
ば
、
翌
年
度
も
ま
た
、
あ
な

た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
の
ま
っ
消
登
録
を
さ
れ

た
場
合
は
、
翌
月
か
ら
減
額
さ
れ

税
金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
、
住
所
が
変
っ
た
ら
、
ま

ず
自
動
車
税
事
務
所
へ
ど
連
絡
下

さ
い
。
連
絡
が
な
い
の
で
、
還
付

金
の
送
金
通
知
が
届
か
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
還

付
金
の
送
金
通
知
が
あ
っ
た
場
合

は
、
指
定
さ
れ
た
銀
行
で
早
自
に

受
取
っ
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
県

自
動
車
税
事
務
所
(
長
崎
市
元
船

町
一
七

l
一
、
富
長
崎
@
|
八
八

三
五
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
税
務
課
)

一

図

書

の

紹

介

一

一
家
を
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
ン
グ
百
科
V
新
し
い
住
宅
の
一

一
る
方
に
、
次
の
図
書
の
ほ
か
開
設
計
百
図
案

V
最
新
小
住
宅
一

一
係
図
書
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
(
実
例
集
)

V

建
築
施
工
計
一

一
用
下
さ
い
。
貸
出
し
は
無
料
で
画
図
の
描
き
か
た

V
実
用
ホ
一

一

す

。

-

ム

大

工

入

門

な

ど

一

一

〔

図

書

名

〕

(

市

立

図

書

館

)

一

一
V
住
ま
い
の
百
科

V
暮

し

を

へ

ヘ

r
一ぬ

F

一

f

p

『

M
w
m
m
t
H

・・E

，

一
楽
し
む
住
宅
設
計

V
住

ま

い

ぺ

十

γ
-
一

…
の
イ
ン
テ
リ
ア

V
住

宅

の

新

町

J
F
ベ

網

越

一

一
築
プ
ラ
ン
五
百
選

V
ハ
ウ
ジ

a
E
m
N
E

，

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉



ロ
ー
カ
ル
線
か
ら

幹
線
ヘ

大
村
線

※ 
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五
秒
吹
鳴

t
六
秒
休
止

1
十
五

秒
吹
鳴
)
を
吹
鳴
し
ま
す
。

時
開
始

場
所

市
民
体
育
館

主
催

市
危
険
物
安
全
協
会

主

管

大

村
消
防
署

後
援
市
、

市
消
防
団
ほ
か

。
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

叩
事
業
所
関
係

。
防
火
管
理
者
の
選
任
、
消
防
計

画
書
の
提
出
、
消
防
用
設
備
な

ど
の
点
検
報
告
を
励
行
し
ま
し

ょ・つ。

。
消
防
訓
練
(
消
火
、
通
報
、
避

難
)
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

小
川
家
庭
の
防
火
対
策

。
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
を
設
置
し
ま

・しょ'つ。

。
寝
た
き
り
老
人
、
身
体
の
不
自

由
な
人
の
安
全
へ
の
配
慮
を
し

古品
1

レょ・つ。

。
町
内
会
、
婦
人
会
な
ど
の
会
合

時
に
映
写
会
、
防
火
座
談
会
を

計
画
し
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

叩
テ
レ
ホ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

。
一
般
家
庭
、
事
業
所
を
対
象
に

無
作
為
に
抽
出
し
、
電
話
に
よ

る
火
災
予
防
運
動
を
呼
び
か
け

ま
す
。

毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す

ぽ

の

家

〔
防
火
少
年
剣
道
大
会
〕

< 

三
月
七
日
(
日
)
午
前
九

日
時

。

。

。

U
匂

i
%

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

利

用

下

さ

...，弘

、ー

小

浜

お

お

む

ら

荘

二
月
、
三
月
は
空
気
が
非
常
に

乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
乙
と
が

多
く
、
加
え
て
暖
房
器
具
な
ど
の

火
気
使
用
も
あ
っ
て
、
火
災
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。

今
年
も
二
月
二
十
八
日

t
三
月

十
三
日
ま
で
「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
互
い
に
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
、
尊
い
生
命
や
貴

重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し

ょ・つ。

「
次
の
こ
一

一
と
を
重
一

一
点
に
運
一

一
動
を
実
一

{

施

」

叩
車
両
関
係

。
禁
煙
車
両
に

お
け
る
契
煙

の
防
止
と
窓

か
ら
の
タ
パ

コ
の
投
げ
捨
て
を
や
め
ま
し
ょ

・つ。

閑
静
で
、
家
庭
的
な
親
し
み
ゃ

す
い
ふ
ん
囲
気
の
市
民
の
保
養
施

設
が
小
浜
町
に
あ
り
ま
す
。

誰
で
も
宿
泊
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

申
込
先
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
富
③

l
一
三
五
一
)

(
福
祉
課
)

。
危
険
物
品
の
車
両
内
へ
の
持
込

み
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

。
危
険
物
品
、
有
害
物
品
の
安
全

輸
送
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

。
車
両
の
防
火
に
関
す
る
点
検
、

整
備
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

叩
林
野
関
係

。
た
き
火
を
し
た
と
き
は
、
後
始

末
を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
強
い
風
が
吹
く
と
き
、
乾
燥
し

て
い
る
と
き
、
柘
れ
草
な
ど
の

あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た
き

火
な
ど
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

I
U

ょ・つ。

り

料金

I >1<:1 b.. I団体料金 |
分 |料 金 I ~川上>12:

|老人 | 円i 円
I (ω歳以上) I 600 I 45o I 

宿泊料 |一般

(1人につき) 1- (1E長以上) I 1.200 I 1.00Li 
i小・中学生
1c6歳以上16歳未満)1 900 1 75o 1 

部屋使用料 3時間まで 200円 | 
(1人11:っき)! 3時間を超えるとき 300円 | 
食事科 1 朝 食 七乞一一金|特別食 !
(l人につき) 1 400円 l--goo円 |ヲ芝冨扇-1

O入湯税、採暖料(1台につき50円)、冷房
料 c1台につき大広間250円、 6畳間
奉仕料10~ちを加算します。

。市民と市内の事業所などに勤務している人
その家族以外の使用料(食事料を除く〉は
2割増です。

@6歳未満の使用料(食事料を除く)は無料
です。ただし、寝具を使用する場合は小・
中学生とみなします。 I

おおむ

一

市

役

所

で

も

一

一

所

得

税

納

税

相

談

…

一
市
役
所
で
も
税
務
署
職
員
に
午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
一

一

よ

る

所

得

税

の

納

税

相

談

(

確

時

ま

で

一

一
定
申
告
)
を
行
い
ま
す
。
ど
利
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室
一

一

用

下

さ

い

。

(

二

階

)

一

一

日

時

二

月

二

十

五

日

、

二

十

(

税

務

課

)

一

一

六

日

、

三

月

一

目

、

二

日

一

〔
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〕

。
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
毎
日

午
後
八
時
を
「
消
防
の
時
間
」

と
定
め
、
一
分
間
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
を
合

図
に
火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま

'しょ'つ。

。
二
月
二
十
八
日
の
午
前
八
時
に

消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
(
十

市政だより

用使

区
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粉

の

白

い

Z凡

怖

おおむ

lω 
身
覚を
せ k
い:υ
剤ぼ
む

り市政だより

最
近
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
家
庭
の
主
婦
、
さ

ら
に
は
中
・
高
校
生
の
低
年
齢
層

に
ま
で
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
眠
気
や
疲
れ
が
と
れ
る

マ
気
晴
し
が
で
き
る

マ
良
い
や
せ
薬
が
あ
る

な
ど
と
い
う
暴
力
団
ゃ
、
そ
の

手
先
の
甘
い
言
葉
に
誘
れ
て
、
一

度
使
用
す
る
と
お
ど
さ
れ
た
り
、

薬
の
も
つ
習
性
に
よ
り
常
用
者
と

な
り
、
人
聞
を
廃
人
に
し
、
不
安

も
う
想
、
幻
覚
が
お
こ
り
凶
悪
な

犯
罪
を
犯
す
ば
か
り
で
な
く
、
平

和
な
家
庭
を
も
崩
壊
し
て
い
き
ま

す。
ま
た
、
シ
ジ
ナ
i
、
接
着
剤
な

ど
の
乱
用
も
青
少
年
の
心
身
を
む

し
ぼ
み
、
覚
せ
い
剤
と
同
じ
よ
う

に
大
変
危
険
で
す
。

覚
せ
い
剤
な
ど
の
恐
怖
を
な
く

す
た
め
、
警
察
で
は
徹
底
し
た
取

締
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

密
売
や
使
用
を
目
撃
し
た
り
、

昭和51年2月15日
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情
報
を
聞
い
た
り
し
た
場
合
は
、

お
気
軽
に
警
察
(
雷
③
|
三
一
一
一

六
)
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

。
。
。

天

正

遺

欧

少

年

使

節

。
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
の

手
紙

使
節
一
行
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
会
の
対
応
は
、
い
ま
ま
で
述

べ
て
き
た
乙
と
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
大
変
な
歓
迎
ぶ
り
で
し

た
。
一
方
こ
の
こ
と
は
少
年
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
中
の
一
五
八

五
年
の
内
に
、
使
節
に
関
し
た

書
物
が
四
十
八
種
類
も
発
刊
さ

れ
、
さ
ら
に
は
一
五
八
五
年
か

ら
八
年
の
間
に
は
、
実
に
九
十

種
を
超
え
る
数
に
の
ぼ
っ
て
い

う
か
が

る
乙
と
か
ら
も
、
十
分
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
で
の
熱
狂
的
な
歓
迎
ぶ
り
に

水
を
さ
す
よ
う
な
一
通
の
手
紙

が
、
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
に
舞
い

込
ん
で
き
ま
し
た
。

配
達
自
の
三
日
前
ま
で
に
お
う

ち
に
な
る
と
、

希
望
の
日
の
午
前

ま
た
は
午
後
に
配
達
さ
れ
ま
す
。

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

お
祝
い
電
報
は

3
日

前
ま
で
に
お
う
ち
に

な
る
と
お
得
で
す

結
婚
、
卒
業
、
入
学
な
ど
の
お

祝
い
電
報
は
十
日
前
か
ら
申
込
め

る
「
配
達
目
指
定
電
報
」
を
ご
利

用
下
さ
い
。

@
路
線

そ
れ
は
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
と

い
う
当
時
日
本
在
住
の
宣
教
師

か
ら
の
も
の
で
、
一
五
八
七
年

十
月
十
五
日
付
で
生
月
島
か
ら

発
さ
れ
た
手
紙
で
し
た
。

そ
の
内
容
は
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

「
正
使
と
な
り
、
ま
た
大

友
宗
麟
の
ゆ
か
り
の
者
と
な

っ
て
い
る
伊
東
マ
ン
シ
ョ
は

実
は
宗
麟
の
親
戚
の
ま
た
親

戚
と
い
う
者
に
す
ぎ
ず
、
豊

後
で
は
見
捨
て
ら
れ
た
、
シ

ャ
ツ
一
枚
を
身
に
つ
け
て
い

た
ほ
ど
の
い
や
し
い
者
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
宗
麟

自
ら
が
乙
の
少
年
を
名
代
と

し
て
選
ん
だ
と
い
う
乙
と
も

全
く
事
実
に
反
し
て
い
ま
す

む
し
ろ
宗
麟
は
こ
の
使
節
派

遣
に
は
関
知
し
な
か
っ
た
の

ま
た
、
料
金
も
百
五
十
円
安
く
な

り
ま
す
。

結
婚
シ
ー
ズ
ン
の
大
安
日
、

卒

⑧

ー

で
す
。

残
り
三
人
の
少
年
達
も
決
し

て
身
分
の
高
い
者
で
は
な
く

郷
土
程
度
の
武
士
の
子
供
達

で
す
。
こ
の
よ
う
に
一
国
を

代
表
す
る
に
は
不
十
分
な
者

た
ち
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行

く
先
々
で
非
常
な
尊
敬
を
払

っ
た
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
が
単
純
で
無
知
な
民
で
あ

る
と
、
彼
ら
に
間
違
弓
た
考

え
を
い
だ
か
せ
る
結
果
に
な

り
ま
す
。
引
い
て
は
イ
エ
ズ

ス
会
へ
の
不
信
が
日
本
人
に

広
が
る
こ
と
を
、
私
は
憂
慮

し
ま
す
。
ま
た
使
節
の
派
遣

に
際
し
て
大
村
純
忠
と
有
馬

晴
信
の
二
人
も
、
あ
ま
り
関

知
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
」

乙
の
手
紙
は
、
昭
和
二
十
四

業
式
、
入
学
式
な
ど
の
当
日
は
大

変
こ
み
あ
い
ま
す
の
で
、
お
早
自

に
う
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

年
に
な
っ
て
ロ

l
マ
の
イ
エ
ズ

ス
会
文
書
館
で
発
見
さ
れ
、
従

来
考
え
ら
れ
て
き
た
少
年
使
節

と
は
か
な
り
異
な
る
内
容
を
含

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
冷
静
に

見
て
い
く
と
、
こ
の
手
紙
は
い

く
つ
か
の
事
実
を
正
確
に
伝
え

て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
伊
東
マ
ン
シ
ヨ
の
出
身
の

こ
と
、
ま
た
大
友
、
大
村
、
有

馬
の
三
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が
、

主
と
な
っ
て
派
遣
を
計
画
し
た

の
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ア

i

ノ
神
父
が
中
心
者
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
の
点
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
内
容
的
に
は
一

部
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
は
い

え
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
で
企

画
し
て
派
遣
し
た
は
ず
の
少
年

使
節
に
対
し
て
、
そ
の
内
部
か

ら
使
節
を
非
難
す
る
手
紙
が
な

ぜ
だ
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
後
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
ま

す。

お
申
込
み
は
窓
口
ま
た
は
「
一

一
五
番
」
へ
ど
う
ぞ
。

(
大
村
電
報
電
話
局
〉



※ 

天
正
遺
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
/
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ノー安い掛金・手続きが簡単一一一¥

!市民受通傷害保険 i

---2月22日から受付開始/

皆
さ
ん
が
現
在
加
入
し
て
い
る

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
有
効
期
限

が
三
月
三
十
一
日
で
終
了
し
ま
す

の
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
分
の
受

付
け
を
二
月
二
十
二
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。

りおおむ

最
近
、
自
動
車
は
も
と
よ
り
自

転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
二
輪
車
の
増

加
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
転
倒
に

よ
る
人
身
事
故
が
非
常
に
増
え
て

い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
市
内
で
二
百
一

件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
二
百
四
十
六
人
が
負
傷
、
五

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
一
家
の
柱
を
、
ど

市政だより(5) 

家
族
を
予
告
な
し
に
お
そ
っ
て
き

ま
す
。乙
う
し
た
悲
惨
な
交
通
事
故
に

備
え
、

家
族
そ
ろ
っ
て
市
民
交
通

傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

〔
加
入
で
き
る
人
〕

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
は
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

〔
申
込
方
法
〕

申
込
用
紙
は
町
内
会
を
通
じ
て

各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
へ
の
う
え
、
町
内
会
で

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は
町
内

会
に
、
個
人
で
申
込
ま
れ
る
場
合

は
生
活
環
境
課
、
ま
た
は
近
く
の

出
張
所
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

〔
掛
金
〕
一
口
四
百
八
十
円
で
一
人
二
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
な
お
、
五

月
以
降
の
中
途
申
込
み
は
一
口
の

場
合
、
月
割
四
十
円
で
す
。

〔
保
険
金
〕

五
千
円
か
ら
最
高
八
十
万
円
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
二
口
加
入
の
場

合
は
そ
の
倍
額
で
す
。

〔
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合
〕

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車、

汽
車
、

電
車
、
パ
ス
な
ど
に
乗
っ

て
い
て
事
故
に
あ
っ
た
り
、
ま
た

歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は

ね
ら
れ
た
り
し
て
人
身
に
傷
害
を

被
っ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

<> 

昭

和

町

年

国

勢

調

査

(
事
務
局
・
大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

道
路
ま
た
は
日
常
車
両
が
通
行

す
る
道
路
に
準
ず
る
場
所
で
あ
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
の
事
故
(
自
損
行

為
を
含
む
)
に
対
し
て
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、

航
空
機、

船
舶
な
ど

に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

〈
生
活
環
境
課
)

。

。

産
業
別
就
業
者
な
ど
公
表

岡
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
(
第

一
次
基
本
集
計
)
の
う
ち
、
産
業

別
就
業
者
数
な
ど
が
今
回
総
理
府

統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
村
市
の
十

五
歳
以
上
の
就
業
者
は
、
総
数
三

万
三
百
五
十
二
人
で
、
男
が
一
万

七
千
八
百
八
十
二
人
、
女
が
一
万

二
千
四
百
七
十
人
と
な
っ
て
い
ま

す。

産
業
別
に
み
る
と
、
第
一
次

産
業
が
一
三
・
七
労
(
昭
和
五
十

年
国
調
一
七
・
二
形
)
、
第
二
次

産
業
が
二

0
・
九
労
(
同
二

0
・

一
労
〉
、
第
三
次
産
業
が
六
五
・

四
M

m

(

同
六
二
・
七
労
〉
の
割
合

に
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
大
分
類
別
就
業
者
数
は
別

表
の
通
り
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
十

五
日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
公
表
し

た
大
村
市
の
人
口
は
六
万
五
千
五

百
三
十
九
人
で
、
男
が
三
万
千
四

百
九
十
三
人
、
女
が
三
万
四
千
四

十
六
人
(
要
計
表
に
よ
る
集
計
)

で
し
た
が
、
今
回
新
た
に
公
表
さ

れ
た
〈
電
算
集
計
)
人
口
は
六
万

五
千
五
百
三
十
八
人
で
、
男
が
三

万
千
五
百
一
人
、
女
が
三
万
四
千

三
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
今
回
新
た
に
公
表
さ
れ
た
人

口
を
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
人

口
と
し
ま
す
。

(
企
画
課
)

産業(大分類)男女別15歳以上就業者数
(昭和55年10月1日現在〉

産業別

A農 業 (ム35，72505) 〈ムI2，77393) (ムI2，59212) 

B林狩 猟 業業 〈347) (236 ) 〈11〉1 

c養漁 業殖・水 業産 (ム63898〉 (ム33002〉 (ム3696) 

D鉱 業 〈ム2196) (ム2015〉 (ム91) 

E建設 業 3(5，61387 〉 (24，46352 ) (142855 ) 

F製 造 業 3〈2，4178)9 1〈，8684〉2 L(155497 ) 

G京雲妻 (16，0，24515 ) 2(4，82196 ) (36，23059 ) 

H保金 険 融業 (115532 ) (5295〉5 (52677 〉

I不動産業 1(816 ) (ム749〉 (1327 ) 

J運通 信 業輸 (12，47776 ) 〈11，7510〉1 (72765 〉

K電熱気供.ガス給.水業道 (32324 ) (21919 〉 (1315 ) 

Lサーピス業 (17，0，29814 ) (33，80669 ) (47，11425 ) 

M公 務 (ム3，52868) (A3，33811 ) (12727 ) 

N2類不能皇 (1485 〉 (2302 ) (ム12〉3 

計 〈230，7，23152) (117，2，38682 ) (112，4，48750 ) 

〉内の数字は昭和50年国勢調査との増減数ムは減※( 



(6) りおおむ市政だより

注
射
と
検
診

-3歳児
健
康
診
査

昭和57年2月15日
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対

象

昭

和
五
十
三
年
八
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

和
五
十
三
年
二
月

t
同
年
七
月

生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

て
下
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
五
日
、
午
前
九

時
三
十
分

t
十
時
、
午
後

一
時

l
一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課〉

-
妊
婦
と
割
引
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

生
後
五
カ
月
ま
で
に

一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い。
(生
活
環
境
課
)

3月の日曜・祭日当番医

日|診療科目 | 病医院名 |所在地|電話

田T
耳鼻咽喉科 下山高 口 問

与那城 医院
14 
皮・泌・性科 佐伯皮膚科武部 2-4330 

内 科 2-4412 
21 
眼 科 岩崎 眼科西本町2-3435 

内 科 藤 井内 科東本町2-3878 
22 

大産村婦 人中 央科 水2主丁町目産 婦 人 科 2-3850 

内 科 2-2339 
28 
眼 科 楠木 眼 2-2711 

『
ご

み
』

午前9時~午後6時診療時間

3月の妊婦と乳幼児の健康相談日程
!日i 時 間 場 所 対 象

21910~1川 大村 保健所 1生後初月までの乳児
13:30--15:00 福重出張所 妊婦と乳幼児

8 I 1a・:3000~~1115::0o0oli竹 松 出張 所 I乳 幼 児

9i93M 
13:30.......15:00 鈴 田 出張所 妊婦と乳幼児
15 I 9:30--11:00 1三浦出張所 | メy

16 I 9:30--10:00 I大村保健所 |生後8カ月以上の乳児

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
般
健

康
相
談
は

、ホースグならぬ竹万をもって

二一一一一一一!

相 役 場 ま 応 る 康 なに 血
談所 所 すじ相にどな圧
室健 。 て 談関 、 るが
康市 い に す健人 気

3月の健康相談日程

内 容
9:00--11:00 13:00--1R:00 
妊 婦 相談 |一 般健 康 相談

乳幼児相談

乳幼児相談

(
生
活
環

境
課
)

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

消防団員が剣道大会

第13回市消防団冬期特別訓練剣道大会が2

月6日、 市民体育館に15分団26チーム(約500

人〉 が参加して行われました。団服に防具を

つけた団員の皆さんは、日頃の練習の成果を

見せようとグメーン・ドー・コテH とハッス

ノレ。 好勝負が相ついで見られました。 成積は

優勝が第4分団A、準優勝が第四分団A、3

位が第11分団Aでした。

-
妊
婦
教
室

三
月
の
妊
婦
教
室
は
、
中
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
教
室
に
は
、
病
院
に
受
診
し
て

い
る
方
も
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

下
さ
い
。

時

間

午

後

一
時

t
四
時

(生
活
環
境
課
)

妊婦教室日程

[月 日l 内 容3/3 I 0はじめて母親となる心得
。妊娠中の保健

(第1回)。映画、生命の創造、

|3/1010妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習) [ 
|。安産のために(補動作、妊婦体操の実習(第2回〉 .;7'...r.=r."'_I¥-.V.-/'_ '.lrP;s;;t..Jlr... 7'.J.. "'IIJrr ..1/J"oo --- ./"-..~/ 

3 /17 1。育児(乳房マッサージの実習 ・赤ちゃんの入浴) I 
! -F3 .:Jl:' ¥のさせ方 ・育児用品のそろえ方 J ! 

(第3回〉|。映画¥すばら しい母乳、 ， 1 

3/24 I 0乳幼児の環境と性格 | 
(第4回)1。家庭の幸せのために (家族計画)

了

ー

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

|
1
1
1
1
1
1」

-

-

，

 

一
「
|
|
縦
覧
期
間
を
変
更
し
ま
す
|
|
し
一

一

昭

和

五

十

七

年

度

固

定

資

産

従

っ
て
、

昭
和
五
十
七
年
度

一

一
評
価
替
に
伴
い
、
土
地
に
対
す
課
税
事
務
が
大
幅
に
遅
れ
る
た

一

一
る
税
の
負
担
調
整
を
行
う
税
法
め
、
今
年
度
の
固
定
資
産
課
税

一

一
改
正
案
が
国
会
に
提
案
さ
れ
る

台
帳
縦
覧
期
聞
を
四
月
九
日

t
一

一
予
定
で
す
が
、
法
案
成
立
が
三

二

十
八
日
ま
で
と
し
ま
す
。

一

一
月
末
に
な
る
情
勢
で
す
。

(

税
務
課
)
一

定
め
ら
れ
た
場
所
に
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※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

ス

ポ

ー

ツ

国
ニ
ッ
タ
ク
杯
車
球
大

会
成
績

一
月
二
十
四
日
.
市
民
体
育
館

で
市
卓
球
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

〔
一
般
男
A
〕
①
勝
山
竜
介
②
森

山
佳
和
二
般
女
〕
①
横
田
ス

ミ
子
@
相
川
マ
ス
子
こ
般
男

B
〕
①
田
中
英
宣
②
中
野
一
次

〔
婦
人
〕
①
横
田
ス
ミ
子
②
相
川

マ
ス
子
〔
壮
年
〕
①
開
田
厚
②

大
塚
義
光
〔
ベ
テ
ラ
ン
〕
①
山

村
真
己
②
浜
野
剛
〔
中
学
男
子
〕

3月の定例相談日

市民相談コーナー (広報公聴課〉 で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相談下さい。

(4日.10:00-15:00)談相権.人

①
青
木
靖
貴
へ
愛
宕
中
)
②
森
永

幸
ニ
ハ
小
浜
中
)
〔
申
学
女
子
〕

①
宮
内
郁
子
(
西
大
村
中
)
②
田

賀
理
絵
(
川
棚
中
〉

募

集

田
県
立
長
崎
西
高
通
信

制
生
徒

働
き
な
が
ち
、
家
事
を
つ
づ
け

な
が
ら
、
自
宅
で
教
料
書
と
学
習

書

(
い
ず
れ
も
無
償
で
支
給
さ
れ

ま
す
)
そ
れ
に
教
育
放
送
な
ど
で

学
習
し
、
月
二
回
の
日
曜
日
に
指

示
さ
れ
た
高
校
で
面
接
指
導
を
受

01日._.9;.30-12:00) 

(12日. 9:30-12:00) 

<17日.10:00-15:00)

談

談

議

相

相

相

政

記

律

.行

.量

.法

(23日.10:00-15:00)

(24日.10:00-15:00)

(26日.13: 00-16: 00) 

.交通事故相談

.厚生・国民年金相談

談相産動.不

け
、
リ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
す
。

学
習
が
認
定
さ
れ
る
と
四
年
以
上

で
長
崎
西
高
卒
業
と
な
り
ま
す
。

六
十
五
歳
の
人
を
先
頭
に
千
二

百
人
の
人
た
ち
が
学
習
に
は
げ
ん

で
い
ま
す
。
年
配
の
方
ゃ
、
家
庭

と
か
仕
事
な
ど
の
都
合
で
毎
日
通

学
で
き
な
い
人
に
は
最
も
適
し
た

学
校
で
す
。

願
書
受
付
期
間
三
月
八
日

t
四

月
八
日
ま
で

閉
会
せ
先

県
立
長
崎
西
高
校
通

信
制
(
長
崎
市
竹
の
久
保
町
、

管
長
崎

@
i
O七
六

O
)

園
児
童
福
祉
施
設
な
ど

の
産
休
、
病
休
代
替

登
録
職
員

児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
が

出
産
や
病
気
療
養
の
た
め
欠
勤
し

た
と
き
、
そ
の
代
替
と
し
て
臨
時

に
雇
用
す
る
保
母
、
調
理
員
な
ど

の
登
録
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
本

年
・
も
登
録
申
込
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
登
録
希
望
者
は
お
申
込
み

下
さ
い
。

提
出
書
類

V
履
歴
書

一
通
(
写

真
貼
付
)

V
保
母
・
調
理
員
な
ど
の
資
格

証
の
写

申
込
方
法
三
月
二
十
日
ま
で
に

福
祉
課
へ

(
福
祉
課
〉

一

幽

古

新

聞

や

古

雑

誌

は

、

u

-

叫

4

-

l

u

-

-

a

制
貴
重
な
グ
町
の
森
林
資
源
d

で

す

晶

一

一

一
紙
は
何
か
冶
く
ら
れ
る
か
に
な
り
ま
す
か
ら
、
紙
の
原
料
づ
く
り
は
、
木
材
を
原
料
と
す

一

F

I
l
l
o
昔
は
木
材
パ
ル
プ
か
ら
と
し
て
は
原
木
一
本
分
に
相
当

る
場
合
に
比
べ

て
パ

ル
プ
の
生

一

一

今
は
紙
か
ら
紙
を
つ
く
る
時
代
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

産

工

程

が
省
略
で
き
、
そ
の
分

↑

ん

で

す

。

上

、

一

本

の

木

が

紙

の

原
料
と

の

電
力
や
重
油
が
節
約
で
き
る

一

一
現
在
、
日
本
で
つ
く
ら
れ
る
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
↑

一
紙
の
四

O
Mカは、

古
紙
を
原
料

に
は
、
広
葉
樹
で
十
数
年
、
生
こ
の
よ
う
に
、
古
紙
は
省
ェ

一

一
に
し
て
い
ま
す
。
十
数
年
前
ま
長
の
速
い
針
葉
樹
で
十
二

t
三

ネ

ル

ギ

l
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
一

一
で
は
、
紙
の
原
料
と
な
る
木
材
年
は
か
か
り
ま
す
か
ら
、
一
年
紙
の
原
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
-

~
パ
ル
プ
は
国
内
材
だ
け
で
賄
わ
で
育
つ
家
庭
の
長
木
'
は

、

ま

す

。

一

一
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
日
い
か
に
効
率
的
か
が
分
り
ま
す
古
紙
は
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

一
で
は
、

輸
入
材
を
用
い
て
も
ま
古
紙
が
タ
町
の
森
林
資
源
¢
と
ん
。
要
ら
な
く
な
っ
た
新
聞
、

一

一
だ
足
ら
ず
、
古
紙
の
再
利
用
が
い
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め

で

雑

誌

、
段
ボ
ー
ル
な
ど
は
、
ま
↑

一
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
・
3

す

。

と

め

て

回

収

業

者
に
出
す
よ
う
一

一

れ

て

き

た

の

で

す

。

ま

た

、

古

紙

を

使

つ

て

の

紙

心

が

け

ま

し

ょ
う
。

一

一
と
こ
ろ
で
、
古
紙
を
紙

の

原

一

一

料

と

し

て

み

た

場

合

、

一

ト

ン

ー

ー

¥
J
1
ノ

h
ル
S

・

↑

h------nla，、‘
.at--J団
E
F

‘

hh・・・・・・・・・

υVE--
‘

.

，

一
分
で
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
前
後

E

、4F
4
Zヤ
¥
1

・
m
u
e
J

一

一

直

径
約
十
六
セ
ン
チ
の
原
木
二

4
-
P
J
J
~
明
xFょ
う

一

一
十
本
に
当
た
り
ま
す
。
つ
ま
り

Z
♂
栴
ぷ
I
い
へ
炉
与
B
‘

一

読

み

終

え

た

新

聞

や

雑

誌

を

捨

三

;
9
/
l
i

、4・
J
、

一

一

て

な

い

で

た

め

て

お

く

乙

と

は

り

p
f
F
J
F
k
e

下
回
岩
君
号
川
M
H
H
W開
閉

m
w
H
H
H
M
U
U
U品
川
N
W
慰

ミ

-

一
言
わ
ば
家
庭
で

タ
原
木
4

を
育

ハ

議

場

君

川

開

附

川

川

N
W
W叫

一

る

の

で

す

。

、

党

詩

人

川

川

川

棚

御

一

一

ち

な

み

に

、

一

つ

の

新

聞

、

¥
6
S
警

l

品蹴叩
mm剛
山
山

M
肌
防
御
J

一

(

全

国

紙

)

を

一

年

間

た

め

る

『

ご

i

，

、

《

、

き

も

d

一

一
と
、
ざ
っ
と
五
十
キ
ロ
ぐ
ら
い



(8) りおおむ市政だより

募

集

-
公
正
取
引
委
員
会
消

費
者
モ
ニ
タ
ー

昭和57年2月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!II111111111111111111 

応
募
資
格
本
市
に
居
住
し
て
い

る
二
十
歳
以
上
の
婦
人

仕
事
の
内
容

V
年
数
回
の
ア
ン

ケ
l
F
へ
の
回
答

V
消
費
者

の
立
場
か
ら
の
要
望
、
意
見

情
報
の
提
出

V
モ
ニ
タ
ー
研

修
会
(
年
二
回
)
へ
の
出
席
な

ど
申
込
方
法
三
月
十
日
ま
で
に
市

商
工
観
光
課
へ

※
所
定
の
申

込
み
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

〈商
工
観
光
課
)

20年ぶりにドロあげ

大村公園内の桜田の堀のドロさらえ

が始まりました。最近、掘の水の濁り

がひどくなったため、市が680万円か

けて行っているもので、 20年ぶり初め

てのドロあげ作業。掘は地下の導水管

で大村湾とつながっていますが、新し

い海水が入れられるのは3月初旬で、

桜の季節には澄んだ堀になることでし

ょっ。

大村公園の、桜田の堀、

-
大
村
建
築
高
等
職
業

訓
練
校
生
徒
、
長
崎

建
築
技
術
専
門
学
校

大
村
分
校
生
徒

大
村
建
築
高
等
職
業
訓
練
校、

長
崎
建
築
技
術
専
問
事
校
大
村
分

校
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
訓

練
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔高
等
職
業
訓
練
校
〕

資

格

中

学
校
ま
た
は
高
校
を
卒

業
し
、
大
工
、
左
官
の
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
人
、
従
事
し
よ

う
と
す
る
人適
性
検
査
、
面
接
、

作
文

〔
技
術
専
門
学
技
大
村
分
校
〕

資

格

高

校

(建
築
科
)
卒
業
者

及
び
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
人
、

実
務

経
験
七
年
以
上
の
人

入
学
試
験
数
学
、
国
語
、
面
接

申
込
方
法
い
ず
れ
も
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
大
村
建
築
高
等
職

業
訓
練
校

(
玖
島
郷
田
九
|
二

宮
③
|
八
三
八
五
)
へ

(商
工
観
光
課
)

そ

の

他

選
考
方
法

-
記
事
(
前
号
)
の
訂
正

二
月
一
日
号
に
車
宮
住
宅
入
居

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

会

(
森
寅
雄
ほ
か
三
十
一
人
)
一

マ
赤
水
清
春

(
本
町
二
丁
目
)

ぜ
ん
ざ
い
八
十
人
分
、

み
か
ん

一

文
化
基
金
へ

大
村
子
供
の
家
へ
五
万
円

五
十
キ
ロ
、

清
酒
一
・
八
リ

ッ

一

一

香

典

返

し

敬

称

略

マ

勢
戸
留
一
(
竹
松
本

町

・

亡

一

鰻

寄

付

敬

称

略

清

和

国

へ

ト

ル

、

ゲ

l
b
ボ
ー
ル

マ
福

一

妻
タ
カ
〉
百
万
円

マ
釣
乃
琴
の
海
会

(
高
下
武
雄

重
婦
人
会

(山
田
孝
子
ほ
か
六

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

社

会

福

祉

協

議

会

へ

ほ
か
十
二
人
)
テ
ィ
シ

ュ
ペ
l

人
)
み
か
ん
三
十
キ
ロ
、

パ
ラ

一

一

福

祉

基

金

ヘ

マ
川
口
エ
キ
(
乾
馬
場
町
・
亡

マ
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
大
村
教

パ
i
百
箱

マ

高
原
生
花
広
H

十
八
本
、
タ
オ
ル
十
四
枚
、

シ

一

一

マ
勢
戸
留

一
(
竹
松
本
町

・
亡

夫
長
市
)
十
万
円

会
学
校

(中
村
障
ほ
か
三
十
四

ヵ

!
?
シ
ヨ

シ
四
十
本
、
キ

1
ツ
一枚、

灰
皿

一
個
、
石
け

一

人
〉
一
万
九
百
五
十
円

マ

福

ク

三
十
二
本
、
ュ
リ
三
本
、
葉

ん
四
十
個
マ
武
内
ス
エ

(
陰

一

一

妻
タ
カ
)
百
万
円

マ
川
添
ィ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

重
土
曜
学
校

(
田
川
寿
ほ
か
四
ボ
タ
ン
一

本

マ

日
本
専
売
公

平
郷
)
お
茶
二
袋

マ

玉

扇
会

一

一

ヮ

(
木
場
一
丁
目
・
亡
夫
次
雄
)
マ
勢
戸
留

一
(
竹
松
本
町
・

亡

十
八
人
)
一
万
七
千
五
百
八
十

社
大
村
出
張
所
H

ハ
イ
ラ
イ
ト

(長
崎
市

・
宮
崎
秀
門
ほ
か
三

一

一
二
十
万
円

妻
タ
カ
)
慈
恵
荘
へ

三

十

万

円

三

円

千

五

百

本

マ

鈴
田
第

一
親
老

人
)
舞
踊

一

者
募
集
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

家

賃
は
予
定
額
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

(建
築
課
〉

-
国
民
年
金
の
年
間
保

険
料
納
付
済
証
明
書

(
申
告
用
)
を
発
行

所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
申

告
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
済

証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
昭
和
五
十
五
年
度
と
五

十
六
年
度
の
領
収
書
を
お
持
ち
の

う
え
、
市
役
所
保
険
年
金
課
か
お

近
く
の
出
張
所
へ
お
出
か
け
下
さ

い
。
な
お
、
領
収
書
を
な
く
さ
れ

た
り
し
て
お
持
ち
で
な
い
方
は、

ど
本
人
の
年
金
の
記
号
番
号
を
係

員
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

(保
険
年
金
課
)

-
昭
和
田
年
度
建
設
工

事
関
係
の
指
名
願
を

受
付
け

昭
和
五
十
七
年
度
建
設
工
事
関

係
の
指
名
願
を
受
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
三
月
一
日

t
三
十
一

日
ま
で

提
出
様
式
市
指
定
様
式

管
財
課

提
出
先

(管
財
課
)
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